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「衆院の 9 月解散説」が一気に高まりを見せている。以前から幾度となく指摘してきたように、筆者的に言
えば「最悪手」に近い恰好なのだが、実際のところ、日程的にもはやそれしか残されていない状況だ。 
一方、過去の最長政権となった安倍内閣を継いで誕生した現在の菅内閣は、コロナ対応の失政や東京五
輪・パラリンピックをめぐる動きなどから低支持率に喘いでいる感を否めない。ただ、意外（？）なことに、現
在の菅首相も「金融市場的には、なかなかの『名宰相』」。市場参加者からの信任も厚いようで、続投を望
む声は決して少なくない。 
 
◎◎◎◎菅氏菅氏菅氏菅氏、首相、首相、首相、首相就任から就任から就任から就任から 9999 ヵ月でドルヵ月でドルヵ月でドルヵ月でドル////円は円は円は円は 5555％％％％のののの円安進行円安進行円安進行円安進行    
 
詳細はバックナンバー、昨年 9 月 23 日付の当レターを参照してほしいが、前任者である安倍首相は金融
市場から見た場合、かなりの「名宰相」だった。 
何故なら、為替（ドル/円）でいえば、首相に就任して以降、退任時のレベルで計算しても実に 20％を超え
る円安水準を維持していたからだ。ちなみに、これは在任期間中に 104 円台から 142 円台へとドルが急
騰、率でいえば 36％近くもドル高・円安が進展した橋本龍太郎氏に次ぐ、歴代第 2 位の好記録になる。ま
た、株価（日経平均）についても同様で、就任前後には 1 万円強だったものが、退任時には 2 万 3 千円台
で推移していたことは周知のとおり。つまり、株価は単純に考えても 2 倍以上になっている計算だ。 
 
こうした「成績優秀」な安倍政権を受けて誕生した菅政権。かなりのプレッシャーがあったのではと推察さ
れるが、ともかく誕生からおよそ 9 ヵ月といった短期間のなかで、実はなかなか優秀な成績を残している。 
実際、ドル/円は 5.23 円、4.98％の上昇をたどっている（下表参照）ほか、日経平均株価も就任時 23000 円
台だったものが一時 3 万円台、そして足もとでも 28000 ドル前後での推移だ。ザックリいって 20％程度の
上昇をたどっていることは間違いない。前任者の安倍首相には遠く及ばないが、それでもかなり立派な成
績と言えよう。 
 
正直言って、菅政権は慰安婦問題をめぐっての韓国に対する対応など一部外交面は評価できるものの、
先でも取り上げたコロナ対応の失政や東京五輪・
パラリンピックをめぐる動きなどはからっきし。一般
世論でも厳しい逆風にさらされ続けている。 
たとえば、発表された共同通信の最新世論調査
（20 日発表）で内閣支持率は 44％。俗に左寄りとさ
れる朝日新聞の調査（21 日発表）では支持率
34％、不支持率 42％とさらに厳しい結果となってい
たが、ある意味では当然なのかもしれない。 
 
こうした結果を鑑みると、9 月とされる次期衆院選
で自民党は「惨敗」とは言わないまでも、かなり苦
戦することが予想される。仮に、自民党ならびに与
党サイドが一定の勝利を収めたとしても、選挙結果
次第では「菅首相の退陣・新内閣発足」ということも
考えられるが、果たしてどうだろうか。 
前述したように、菅首相は金融市場的にはなかな
かの名宰相で、市場関係者のあいだでは続投を望
むのが「サイレントマジョリティー」という気もしてい
る。また、万が一交代という事態になっても、次期
首相、政権にも安倍、菅の両氏に負けない金融市
場的名宰相を目指してほしいものだと願わずには
いられない。（了） 
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